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塚本閣治と今泉正路 
～ 映画「Mount Zao」・「白魔は招く」と　　　 
　　　　　　　 蔵王の樹氷の切手・絵葉書 ～

山形大学学術研究院・山形大学樹氷火山総合研究所　柳　澤　文　孝　

１．映画「Mount Zao」と「白魔は招く」について
　平成19年に行われた山形国際ドキュメンタリー

映画祭において塚本閣治監督・今泉正路撮影の映

画「Mount Zao（蔵王山）」が公開されて大きな

話題となりました。同映画は国際映画祭で優勝

し、そのあと、来日したアーノルド・ファンク監

督に見せたことで、蔵王にファンク撮影隊が送ら

れることになったとされてきました。

　平成20年に出版された環境保全17号において、

映画「Mount Zao（蔵王山）」の別版かもしれな

いものを見つけたことを「塚本閣治監督の「Mount 
Zao（蔵王山）」について」との表題で報告しま

したが、同映画の位置づけは不明でした。

　平成30年になり、コーボルト・ヒュッテ・ブー

フの昭和11年３月19日に「今泉正路（東京鉄道

省）・三井高索（東京）・藤村敬（東京）・清水丈

典（秩父）・柴崎高陽（上田）昨年２月「白魔は

招く」を撮影に来たのも此のヒュッテ今度又白魔

に招かれて来たが樹氷が先日の雨のため落ちて終

わって少々ヒカン今日朝少し日が照り出したの

で高湯を出たが又ガスに包まれて風も相当（約

７ｍ）で今日は撮影出来ないので二日位又此の

ヒュッテにお世話になる高湯青年団の方に五六名

出場してもらう可く一所に来たが今日は一先づ引

上げ明日又此のヒュッテに来る約束である。…」

との記載を見つけました（図１）。映画「Mount 
Zao（蔵王山）」は当初、別のタイトルで撮影さ

れていた可能も考えられたことから、映画撮影の

前後について調査を行いました。

　蔵王における映画の撮影は昭和10年２月に行わ

れた（伊東五郎 蔵王五十年の歩みとスキーの発

達）。その後、塚本版（表題不明）と今泉版（白

魔は招く）の２つの映画が公開されました（山と

渓谷（図２）、キネマ旬報（図３）、婦人文藝、日

本映画情報システムなど）。公開時期は昭和10年
３月頃から５月頃です。あらすじから見て、内容

はほぼいっしょです。同時期に類似した２つの映

画が存在していたことで問題となったとの記録は

残っていません。また、その件について言及した

文書も見つかっていません。

図1　コーボルト・ヒュッテ・ブーフの
昭和11年３⽉19⽇ 　　
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　なお、塚本は昭和26年に「白魔に追はれて（蔵

王山）」という表題の写真を公開しています。一

般に「白魔」という用語は大雪・なだれ・吹雪等

に対して使われており、樹氷に対して使われてい

る例は今泉・塚本を除くと少数です。これらか

ら、塚本と今泉の間の強い協力関係が示唆されま

す。

　昭和11年２月、塚本は来日したアーノルド・

ファンク監督に二十数本の山岳・スキー映画を見

せています。これが契機となって「日本スキー発

達史（圓谷英二監督）」の撮影隊が蔵王に送られ

ることになりました（山と渓谷）。映画を見せた

ことに対して非難するむきもあったようですが、

塚本はこれを一蹴しています（山と渓谷）。公開

当時、塚本は蔵王の映画を山・小鳥・海底・富士山・

白鳥などといっしょに公開していることから、自

然科学映画の一つとして扱っていたと考えられま

す。また、映画を鑑賞した人の手記には「蔵王の

樹氷の映画」というのみで映画のタイトルは記録

されていません。一方、アーノルド・ファンク監

督が蔵王に撮影隊を送る事になったことを考える

と、塚本の蔵王の映画はよほど印象的だったので

あろうと考えられます。塚本氏は、アーノルド・

ファンク監督との対談をきっかけとして蔵王の映

画を国際映画祭に出品することになったと考えら

れます。

図２　⼭と渓⾕　1935年　映画の頁
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図３　キネマ旬報　1935年　塚本閣治氏の作品を見る

　Mount Zao（蔵王山）は英語の字幕がつけら

れ、昭和11年11月にロンドンで開催されたアマ

チュア映画協会主催の国際映画競技会に出品さ

れ、優勝しました。優勝の報は、昭和12年２月に

吉田駐英大使より伝えられたが、優勝カップは国

外持ち出し禁止のため優勝カップの写真のみが塚

本監督に届けられました（アサヒカメラ）。当時、

フィルムは船便で送ったと考えられます。このこと

から、11月の国際映画競技会に出品するためには、

８月頃にはイギリスに送られたと推定されます。

　以上から、昭和10年２月に今泉正路と塚本閣治

の二人で蔵王で撮影が行われた。同じ撮影フィル

ムから、昭和10年春には今泉正路監督で日本語字

幕付きの「白魔は招く」が日本で公開され、昭和

11年秋には塚本閣治監督で英語字幕付きの「Mt.
Zao」がイギリスで公開されたことになります。

「Mt.Zao」は「白魔は招く」の英語版といって

もよいでしょう。

　環境保全17号で映画「Mount Zao（蔵王山）」

の別版かもしれないものを見つけましたが、こ

の映画は「白魔は招く」でした。なお、「Mount 
Zao（蔵王山）」と「白魔は招く」はともにNHKアー

カイブスに納められていますが、「白魔は招く」

についてはNHKが使うのみとの公開条件が付い

ていることから、一般に公開されることはありま

せん。
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２．蔵王の樹氷の切手と絵葉書について
　逓信省は昭和26年２月に８円と24円の蔵王山の

切手を発行しています（図４、図６）。図案は共

に「樹氷とスキーヤー」で、８円切手は昭和22年
に堀修一氏が、24円切手は塚本閣治氏が昭和10年
に撮影した写真をもとに図案化されたとされてい

ます。

　これに対して、高山英夫氏（こうやまひでお：

大正から昭和初期に山形高等学校の事務官をして

いた）は「この記念切手の写真原画は撮影となっ

ているが人物２人は前者は寒河江幸雄氏 後者は

小生である。いつ、写されたものかわからない。

ざんげ坂の樹氷地帯のもので、或いは佐藤定男君

の原版か。佐藤君とはよく一緒に蔵王にでかけた

ので」とのメモが残されています（高山文夫 蔵
王花心 2013年）（図９）。そこで、写真について

調査を行いました。

　８円切手と同じ構図の写真は、戦後に出版され

た堀修一撮影と記載された絵葉書集から見つかり

ました（図５）。一方、24円切手と同じ構図の写

真をアサヒカメラ昭和11年２月号から見つかりま

した（図７）。同写真は昭和11年１月にアサヒカ

メラが開催した「冬山とスキー写真展覧会」に出

品されたもので、蔵王山樹氷群（塚本閣治）と記

載されています。

　なお、塚本閣治氏が撮影したと同じ被写体がほ

ぼ同じ構図であるが、アングルが異なる写真が絵

葉書から見つかりました（図８）。撮影者は今泉

正路氏です。影の位置も同じであることから、２

つの写真はほぼ同時に撮影されたと推定されま

す。塚本閣治氏（塚本商会・国際観光局嘱託）と

今泉正路氏（東京鉄道局）は映画の撮影のため昭

和10年２月に蔵王を訪れていることから、スチー

ル写真として、２人がほぼ同じ場所で同時に同じ

被写体の撮影を行っていたと考えられます。立ち

位置としては、蔵王山に向かって塚本閣治氏が右

手側で今泉正路氏が左手側となります。今泉正路

氏が撮影した写真は山形蔵王・宮城蔵王等の絵葉

書に使われています。今泉正路撮影と記された絵

葉書や絵葉書集も出版されていることから、蔵王

とは古くから（昭和７年以前から？）交流があ

り、絵葉書への写真の提供なども行われていたと

考えられます。

図５　絵葉書（堀修一）



― 88 ―

図４　切手（ザンゲ坂下の樹氷）

図６　切手（蔵王中腹の樹氷）
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図７　アサヒカメラ昭和 11 年 2 ⽉号（塚本閣治撮影）

図８　絵葉書（今泉正路）
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図９　⾼⼭英夫氏のメモ

図10　⾼⼭英夫氏の写真（1） 図11　⾼⼭英夫氏の写真（2）

３．高山英夫氏について
　高山英夫氏の長男である高山治男氏によります

と、昭和10年当時、高山英夫氏は大阪に居たとの

ことですので、映画の撮影には参加できません。

従って、切手や絵葉書の人物は高山英夫氏ではな

いと結論されます。

　なお、塚本・今泉と類似性のある生写真が残さ

れていました（図10・図11）。撮影者は佐藤定男

氏（吉野屋絵葉書店の店主）と考えられます。こ

れらは、塚本・今泉と樹氷の形、影、アングル等

が違っていることなどから、塚本・今泉の撮影と

は時期が異なると判断できます。
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